
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.18 

お ぼ ろ お お は し   
朧 大 橋  

▼  一般図  

▼  橋梁諸元  

   工 事 名： 一級町道下横山東西線 朧大橋工事 

   発 注 者： 福岡県 

   設 計 者： ㈱建設技術センター 

   位  置： 福岡県八女郡上陽町大字下横山字朧 

   道路規格： 第 3 種 3 級 

   活 荷 重： Ｂ活荷重 

   形  式： ＲＣ固定アーチ橋＋連続中空床版橋 

   橋  長： 293.0m 

   ｱｰﾁ 支間： 172.0m 

   有効幅員： 7.5m(車道)＋3.5m(歩道) 

   架設方法： ピロン・メラン併用工法 

 朧大橋は、福岡県南部の「観光地・奥八女」と近隣都市である久留米市を

結ぶ一級町道下横山東西線のバイパス工事の一環として建設された、上路式

ＲＣ固定アーチ橋です。 

 アーチ部施工に使用するメラン材をスプリンキング部の吊り支保工に先行

使用し、経済性の向上を図るとともに、情報化施工管理システムを採用して、

施工精度管理および安全管理の向上を進めました。
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▼  工程表  

▼  設計概要  

1) 二股に分岐しているアーチリブのピロン・メラン併用架設工法 

 アーチクラウン部の施工に使用するメラン材を、スプリンキング部の吊り支保工として先行使用しています。ま

た、吊り支保工を支える斜吊り材を、補剛桁の補強材として転用するなど、工費の縮減を図っています。 

 

2) 安全性の確保と緻密な施工管理を実現する「情報化施工システム」 

 解体が困難なバックスティのコンクリート巻立てを省略し、またピロン柱に解体が容易な鋼製部材を採用してい

ることから、エンドポストには、常に大きな変形や応力変動が生じます。随時変化する構造系での挙動をリアルタ

イムに監視できる全自動計測システムを導入して、安全性の確保と施工管理へのフィードバックを実現しています。

 

3) 周辺環境の調和に配慮した景観デザイン 

 朧大橋景観検討委員会（委員長：東京大学 篠原修教授）により、架橋地点の朧から「おぼろ月夜にウサギが飛

び跳ねる」姿をイメージした、二股に分岐するアーチリブ形状や、逆Ｖ字形の鉛直材などの躍動感あふれるデザイ

ンが採用されています。 

 

4) 兵庫県南部地震に対応したアーチ橋の耐震設計 

 保耐法レベルの地震に対する 3 次元非線形動的解析を行い、保耐法レベルの安全性が確保できていることが確認

されるとともに、二股に分岐したアーチリブは、面外の地震に対して有利であることが確認されています。 
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 吊り支保工施工部

アーチリブ  メラン架設

 ワーゲン施工部

 鉛直材

 補剛桁

 橋面工

 アーチアバット

 メラン製作（住友重機械工業）

 仮設構台工
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